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對

L
て
不
明
確
で
な
く
行
爲
の
選
擇
を
規
定
す
る
な
ら
ば
、
，そ
.の
と
き
そ 

れ
は
歸
納
的
行
爲
の
一
っ
.の
規
則
.で
あ
る
。
こ
の
定
義
に
於
て
、
結
果

1̂
1
7
^
2
-
.
:
.
:
.
>

1-
1
2
.
-
V
i
.

が
必
然
的
に
確
率
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
要
求
さ
れ
な
い
。

R
は
異
っ 

た
可
能
な
結
果ex,3s2,:::,1eh

:
:
:

を
も
っ
若
午
の
確
率
的
實
驗
に 

關
連
す
る
歸
納
的
行
爲
の
規
則
で
あ
る
と
し
よ
う
。
そ
し
て

a
l
a
2
,
:
:
: 

f

……

は
こ
の
規
則
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
異
っ
た
行
爲
で
あ
る
と
し 

よ
う
。
規
則
只
の
統
訐
的
決
定
面
數
は
實
驗
の
可
能
な
結
果
と
規
則
杖
に 

從
っ
て
と
ら
れ
る
行
爲
と
の
間
の
對
應
を
っ
<-
り
あ
げ
る
面
敷
85
9)

で 

あ
る
。
あ
る
確
率
的
試
行
の
異
.っ
た
結
果
の
，確
串
が
知
ら
れ
ず
、
そ
.の
行
爲 

の
望
ま
し
さ
或
は
可
能
な
行
爲
が
こ
れ
ら
の
確
率
に
依
存
し
て
い
る
時
か 

か
る
試
行
T
に
關
し
て
歸
納
的
行
爲
の
規
則
を
採
用
す
る
必
要
が
起
る
。
-
- 

他
の
場
合
に
於
て
考
え
ら
れ
る
特
殊
な
行
爲
の
望
ま
し
さ
は
試
行
に
結
び 

っ
い
.た
一
っ
で
は
な
く
て
數
個
の
確
率
の
値
に
依
存
す
る
か
も
し

れ

な 

い
。
又
こ
の
望
ま
し
さ
は
確
率
そ
れ
自
身
に
よ
っ
：て
で
は
な
く
、
若
干
の 

順
次
に
確
串
を
.決
定
し
て
ゆ
く
。ハ
.ラ
.

メ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
あ
る
量

.

o
l
t
.r
f…

…
o
n
'

.

の
値
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
.で
あ
，ろ
う
。
ど
ん
な
場
合
で
あ
ろ
う
と
歸
納 

的
行
爲
の
可
能
な
規
則
の
問
の
合
理
的
選
擇
は
試
行
^
の
下
に
あ
る
確
率 

の
値
の
集
合
、
例
え
ぱ
0
、
或
は
特
殊
な
問
題
に
於
て
、
可
能
或
は
許
容 

さ
れ
う
る
と
考
え
ら
れ
る
パ
ラ

メ

！

タ

ー

の
値
の
集
合
の
定
義
を
要
求
す 

る
。
歸
納
的
行
爲
の
規
則
の
選
擇
は
集
合
0
が
い
か
な
る
領
域
を
も
っ
て
. 

い
る
か
に
依
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
確
率
的
試
行
T
の
下
に
あ
る
確
率
は
若 

干
の
。ハ
ラ
メー

タ

I ■

a?
l

a,
lf
:
.
:
:
a>
-n。
.

の
値
の
組
織
、
例
え
ば

0
、
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
し

^
う
。
與
え
ら 

れ
た
場
合
に
於
て

、
で
'き
る
限
り

#■
え
ら
れ
る
.所
の

す

ベ

て

-の

組

織

の
靠 

_合
は
許
容
可
能
な

-假
說

(admissible h
y
p
o
t
h
e
s
e
s
)

■と
.乎
ば
れ

'る
。

.
.
.

'.
七

六

(

ー
0
七
ニ〕

各
組
.織
0
ゆ
許
容
可
能
な
阜
純
假
說
或
は
許
容
可
能
な
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
。ホ 

ィ
ン
ト
の

い
づ
れ
か
で
呼
ば
れ
る
。
さ
て
只
は
あ
る
確
串
的
試
行
で
に
關

す
る
歸
鈉
的
行
爲
の
規
則
と
し
、
9
l
f…

…

f

.
は

R
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
る
異
っ
た
行
爲
で
あ
る
と
し
よ
う
。
更
：にa

は
許
容
可
能
な
假 

說
0
の
集
合
で
あ
る
と
し
よ
う
。
集
合a

の
各
々
の
特
殊
な
没
に
對
し 

て
、
規
則
只
の
應
用
が
行
爲
.ぞ
，
.这
=
1
,於…

…

を
導
く
で
あ
ろ
う
所 

の
確
率E

K
f

 c
o

を考えよう。各
々
の
確
率
は
そ
の
と
き 

す
べ
て
の
集
合a

に
渉
っ
て
定
義
さ
れ
た
ひ
の
面
數
で
あ
る
。
規
則
尺
が 

特
殊
な
行
爲
91901, i 

を
導
く
と
こ
ろ
の
確
率
を
示
す
函
數 

の
組
織p

c
a
s
v

 

pf'
v…

‘(

£

)

.

…

：
は
規
則
只
のp

e
f
o
r
m
-

 

•ance characteristic

と
呼
ば
れ
る
。

歸
納
时
行
爲
の
い
く
っ
か
の 

可
能
な
規
則
の
間
の
合
理
的
選
擇
は
そ
れ
ら
のp

e
r
f
o
r
m
a
n
c
e

 
0
?
 

.racteristicM

の
基
礎
め
上
に
の
み
可
能
で
あ
る
。

數
理
統
計
學
は
確 

率
論
の
一
部
門
で
あ
る
。
^
れ
は
確
率
的
試
行
に
基
礎
を
氍
く
歸
納
的
行 

爲
の
規
則
■のp

e
r
f
o
r
m
a
n
c
e

 c
h
a
r
a
c
t
e
r
i
s
t
i
c
s

に
關
す
る
問
題
を 

取
扱
う
も
の
■で
.あ
る
。
.例
え
ば
與
え
ら
'.れ
.た
歸
納
的
行
爲
の
規
則
に
對
し 

て
そ
のderf o

r
m
a
n
c
e

 .characteristics

を
決
定
す
る
こ
と
、或
は 

よ
り
重
要
に
思
は
れ
る
與
え
ら
.れ
た
確
率
的
試
行
と
許
容
可
能
な
假
說
の

集
合
0
と
考
え
ら
れ
る
可
能
な
行
爲
f

f

,

.
f

.
に
對
し
て

p
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e

 characteristics

'の
あ
る
き
め
ら
れ
た
性
質(

最
適 

性
質)

を
も
っ
歸
納
的
行
爲
の
規
則
を
決
定
す
る
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
 

..後
者
が
統
計
學
の
一
般
的
な
問
題
で
あ
る
が
通
常
、
行
爲
は
二
種
類
に
限 

ら
れ
て
.•いる
。

卽
ち
觀
察
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
標
本
點
E
が
特
株
な
點 

の
範
_
に
落
ち
る
時
我
々
は
行
爲
A
を
と
々
、
す
ベ
て
の
他
の
場
合
に
は 

行
爲
B
を
と
る
こ
と
を

規
定
す
る
何
等

•か
，の
規
則
只
を
考
え
れ
ば
こ
れ
は 

統
計
的
假
說
の
檢
定
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
頻
度
函
數p

x
(
©
)

が
未 

知
で
あ
り
、
そ
し
て

.考
え
ら
れ
る一

一
っ
の
行
爲
の
み
が

あ

り

、

そ
の
い
づ 

れ
が
望
ま
し
い
か
は

p
x
c
e
)

の
性
質
に
依
存
す
る
時
、
そ
の
と

き
碯
串

變
數
X

の
觀
察
値
に
.從
っ
て
.ニ
マ
の
可
能
な
行
爲
の
間
の
-選
擇
を
決
定
す 

る
と
こ
ろ
の
歸
納
的
行
爲
の
あ
ら
ゆ
る
規
則
は
統
計
的
假
說
の
檢
定
と
呼
.
 

ば
れ
る
。
以
上
に
.よ
っ
て
も
本
書
が
統
計
學
を
歸
納
的
行
爲
の
規
則
を
求 

め
る
も
の
で
あ
る
と
し
そ
の
.中
心
は
假
說
檢
定
論
に
あ
り
と
す
る
も
の
で 

あ
る
こ
と
が
知
れ
よ
.夕
。
第
一
章
序
論
、
第
二
章
確
率
、
第
三
章
發
生
學 

に
於
.け
^
確
率
の
問
題
、
第
四
章
確
率
變
數
と
顔
度
分
布
、
に
っ
.い
.で
第 

五
箪
統
計
的
假
說
檢
定
論
入
^
と
し
て
特
に
約
酉
頁
を
費
い
.や
し
て
詳
細 

に
書
か
れ
て
い
る
。
特
に
假
說
檢
定
の
際
問
題
と
な
る
、

が
眞
で
.あ 

る
に
も
か
か
'わ
ら
ず
そ
れ
を
棄
却
す
る
確
率
卽
ち
第一

種
の
過
誤
を

一
定 

と
定
め
た
時
、
假
說
が
僞
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
.受
け
入
れ
る
.
 

確
率
、
卽
ち
第
二
種
の
過
誤
を
最
小
.に
す
る
よ
う
に
、
卽
ち
假
說
が
僞
で 

あ
る
時
そ
れ
を
受
け
い
れ
な
い
確
率
H
檢
定
力
を
最
大
に
す
る
よ
う
な
棄 

却
域
を
求
め
る
問
題
で
、
そ
の
よ
う
な
領
域
は
存
在
し
な
い
の
が
普
通
で 

あ
.る
..が
简
單
.な
場
合
な
ら
ば
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ 

る
。
そ
の
點
に
つ
い
て
も
本
書
は
い
ち
い
ち
例
を
.あ
げ
詳
細
に
說
明
し
普 

通
の
統
#.
#
で
抽
象
的
に
知
つ
た
こ
と
を
具
體

的
に
こ
の
よ

う
*:
.
場

合

は
 

こ
う
な
る
の
か
と
な
つ
と
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
'の
で
あ
る
6

S

.藤

■

保)
• 

.
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J
.
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ロ
ビ
ン
ソ
ソ『

マ
ル
タ
ス
再
讀』

J
o
a
n

 RolDinson, O
n

 R
e
-
R
e
a
d
i
n
g
g
a
r
x
.

M
t
u
d
e
n

-ts

teooicshops

lr'td., Cambridge-.

1

釋
 pp. 23.

扉

に

—iマ
ル
ク
シ
ズ
ム

は

マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
ア
へ
：
ン
で
あ
る」

と
い 

う
文
字
を
打
出
し
た
本
書
は
、
ブ
ル
'ジ
ョ
ァ
經
濟
學
者
に
.も
マ
ル
ク
：ス
經 

濟
學
者
.に
も
フK

ア
な
マ
：ル
，ク
ス
の「

讀
直
し」

を
す
す
め
.た
も
の
で
あ

'%

平
俗
な
.文
章
の
間
を
縫
う
そ
の
立
場
は
、
.
ヶ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
摩
派
の
-

-
 

.

■

•"
«
評
及
び
紹
.介

.

.

.
1
シ
ア
ル
.の

「

讀
反
し」

に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
わ
ず
か

ニ
-}
:
.
.
數

頁
の
小 

册
子
は
三
っ
の
短
文
か
ら
成
る
。
難
し
い
學
理
は
無
く
、
比
喩
と
諧
謔
に 

充
ち
た
'
易
し
い
說
得
で
あ
り
、
近
年
、ジ
ョ
ン

* 
ロ
ビ
ン
ソ
ン

一

連
の
長 

期
理
論
の「

ま
く
ら
と」

見
て
よ
か
ろ
う
。

■
三
種
類
の
烏
賊
が
い

る

。

.一
っ
は
赤
い
す
み
を
.吐
き(

マ
ル
ク
ス)

、

一
 

っ
は
靑(

マ
ー
，シ
ア
ル)

、
.も
一
っ
は
赤
紫
色(

ヶ
イ
ン
ズ)

の
す
み
を
吐 

く
。
こ
•の
烏
賊
を
全
部
捕
え
て
水
か
ら
揚
げ
る
。
す
み
は
海
中
に
失
わ
れ
、
 

砂
上
の
烏
賊
は
ど
れ
も
み
な
ま
っ
白
で
硬
ば
っ
た
動
物
で
は
な
い
か
。

三
匹
の
烏
賊
を
別
，々
に
語
る
こ
と
は
®
だ
困
難
で
あ
る
。

マ
ー

シ
ァ
ル 

の
短
期
理
論
か
ら
ヶ
'イ
ン
ズ
が
出
發
し
た
と
す
れ
ば
、

マ
ル
ク
ス
は
マ
ー 

シ
ァ
ル
の
長
期
理
論
の
意
圖
と
.同
じ
意
圖
を
そ
れ
よ
り
前
に
一
そ
う
理
論 

的
に
展
開
し
た
も
の
に
：外
な
ら
な
い
。

マ
ー
シ
ァ
ル
.が
仕
遂
げ
た
短
期
均 

衡
論
に
對
應
す
る
長
期
理
論
は
、
ヶ
イ
ン
ズ
學
派
の
ハ
ロ
ッ
ド
の
.

「

保
證 

さ
れ
た
成
長
率」

に
良
く
仕
遂
げ
ら
れ
た
.か
に
見
え
る
が
、
彼
の
理
論
は 

は
か
ら
ず
も
資
本
論
第
二
部
の
筋
書
に
等
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ユ 

ッ
セ
十
で
は
む
し
ろ
ヶ
イ
.ン
.ズ
は
中
間
的
存
在
で
あ
り
、
時
に
&}
§
げ
と 

.呼
ば
れ
、
，ィ
ゲ
イ
ン 

'ズ，革
命
の
中
に
假
說
と
歸
結
の
結
び
っ
か
な
.い
非
論
理 

的
理
論
が
指
摘
さ
れ
た
り
も
す
る
。

パ

マ
I
シ
ァ
ル
と
マ
ル
ク
ス
と
、
は
共
に
リ
カ
丨
'ド
の

有
能
な
使
徒

で
あ
つ 

た
0
リ
カ

ー
ド
の
時
代
は
地
主
の
經
濟
上
の
地
位
が
問
題
の
中
心
と
な
り 

■得
た
時
代
で
あ
っ
た
が
、
.今
や
そ
れ
に
資
本
家
が
と
っ

て

れ

っ

た

。
' マ
ル 

.ク
ス
は
リ
カ

ー
ド
.の
論
議
を
次
のよ

う
に
轉
換
す
る

、
'
 
資
本
家
は
地
主
に 

非
常
に
よ
く
似
て
い
る
-と
。
.マ
ー
シ
.ァ
ル
は
、
地
主
は
資
本
家
に
非
常
に 

よ
く
似
て
：い
る
、，
と
い
う
■風
に
展
開
す
る
。
英
國
史
の
道
角
を
週
っ
て
全 

く
同
じ
製
作
の

.自
轉
車
が
'、
片
方
は
左
へ
片
方
は
右
へ
走
っ
て
行
く
。

た
だ
し
、

マ
ー
シ
ァ
ル
は
儐
値
論
を
小
問
題
に
切
下
げ
て
し
ま
っ
た
。
 

リ
カ
I
ド
に
と
っ
て
價
値
論
は
總
生
產
物
が
賃
金
、
地
代
、
利
潤
總
額
に 

い
が
に

■分

配

さ

れ

? )
•

か
.を
■分
析
す
ると
い

■
う

、

大
問
題
で
あ
っ
た
。
マ
ー
シ

,
.■

■パ

-
' 

■
 

.

七
七
.(

一Q

七
三)
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• 

•
 

七

八

(

ー
0
七
：四)

ァ
ル
の
價
値
論
と
は
、
卵
は
な
ぜ
:-
*
杯
：の
茶
ょ
り
高
い
か
、

で

あ

る,0
こ 

,れ
は
小
さ
.な
問
題
だ
が
'.甚
だ
腐
雑
で
あ
り
、
爾
來
五
十
年
間
、，
マ
ー
シ
ァ 

ル
の
弟
子
は
脅
.つ
て
の
大
問
題
に
と
り
組
む
い
と
ま
な
く
、

一
 
杯
の
茶
.の
.

...價
格
の
理
論
の
精
密
化
に
終
始
し
て
い
た
。
：

,，
 

-
 

も
二
度
大
間
題
を
と
り
上
げ
た
の
は
.ケ
イ
ン
ズ
.で
あ
る
。
再
：び

總

體

と.

し
'て
生
產
高
が
對
象
と

な

り

、

價
格
水
準
は
體
系
の
複
雑
化
を
も

た
ら
す 

.が
、
.メ
イv

•，イ
ヴ
エ
ン
ト
で
は
な
く
な
つ
た
,0
貨
幣
潰
格
の
代
り
に
、

「

一
勞
働
時
間1

が
價
値
單
位
と
な
っ
た
。
今
日
わ
れ
わ
れ
の
在
る
所
は
.

JE
に
こ
こ
で
あ
る
、

す
な
わ
ち
、
リ
カ

ー
ド
の
大
問
題
を
マ
ル
ク
ス
の
價 

.値
單
位
で
語
る
こ
と
。

' 

•
 

,
 

.
 

\ .

マ
ル
ク
シ
ス
ト
は
常
に
こ
の
大
問
題
を
語
り
、
語
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し 

か
し
、
.彼
ら
は
そ
れ
を
へ
ー
ゲ
ル
語
セ
し
か
語
る
こ
と
が
で
■き
ず
、
.英
語
..

し
か
.知
ら
ぬ
.英
國
人
に
は
全
く
役
立
た
な
い
。
.第
一一.1 H

ッ
..セ
イ「

4TV .

イ
ン
.

ジ
ア
ン
か
ら
マ
.ル
ク
シ

ス
ト
へ
の
公
開
狀j

で
、.
こ
の
ケ
イ
ン
、ジ
ア
ン
は 

決
然
と
+日
く
、
私
は
マ
ル
ク
ス
を

私
の
體
內
に
も
ち
、

貴
君
は>

 
ル
ク
ス：

:

を
貴
君
の
口
先
に
も
つ
、
と
。
こ
れ
が
ブ
ル
、ジ
ョ
.ブ
魃
濟
學
者
の
.痰
呵
と 

見
え
る
か
，、
捨
て
ぜ
り
ふ
と
聞
え
る
か
.は
別
：と
し
て
、.ケ
ム
•ブ
.リ
.ッ
ジ
學 

派
と
マ
ル
ク
.ス
學
派
と
の
交
渉
をv

i
v
i
d

に
描
破
し
て
い
る
點
、

一
讀 

の
價
値
が
あ
ろ
ぅ
0

-
 

第
一
、
第
二H

ッ
セ
イ
の
表
題
は
そ
れ
ぞ
れ
、

「

君
は
信
じ
る
だ
ろ
ぅ
、

か
し
、r

i

ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
經
濟
學
者
の
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
の
.講
義」

で 

あ
る
。
：第
二.エ
ッ
セ
イ
の
短
期
供
給
價
格
の
說
明
は
有
意
義
で
あ
る
。

• 

(

大

熊

I

郞)

第
四
十
七
卷
第
十
二
號
目
次

聖
トー

マ
ス
■•の
財
産
論
に
つ
い
て
，

.
^

井

新

.

産
業
生
産
牲
の
計
测

…

：…
…

丨…

尾

崎

巖

 

I

I
紙
產
業
へ
の
適
用

——

■
.
'
資 

料

ゾ

.ィ
ギ
リ
ス
勞
働
黨
の
國
有
化
理
論

.

.
飯

田

•
鼎

I

國
有
化
政
策
の
背
後
に
ひ
そ
.む
も

の

一I

宗
門
改
帳
ょ
り
壬
申
戸
籍
へ
㈠…

..……

.速

水

融

.

―

維̂
新
期
の
人
口
調
査
と
そ
の
一
例

I

書
評
及
び
紹
介
 

經
濟
學
關
係
文
献
目
錄

經
濟
學
關
係
文
献
，目

録

.

(

昭
和
二
十
九
年
七
月
刊

)

理
論
•
學
說
史
•
經
濟
思
想

*

經
濟
學
の
古
典
と
近
，代

平

瀨

已

之

吉

著

A
5
,
四
六
四
頁
.
五
〇 

〇
圆 

; 

.

時

.潮

社
 

*
經
濟
學
原
铿
，
下

‘
マ
ル
サ
ス
著
依
光
良
馨
譯

A

6
三
四
ニ
頁 

五
〇
〇
圆

.
 

.
'
春秋社
 

*

經
濟
政
策
の
解
明
石
村
善
兵
衞
著
八

6 

ニ
四
ニ
頁
三
'ニ
〇
圓 

•

.

.
 

金

文

社
 

*

利
子
つ
き
資
本
の
理
論

.丨
マ
ル
、ク
ス
信
用
理
論
の
研
究
丨

飯
田
繁
著 

.

A

5
四
八
九
頁
七
五

0
圓 

日
本
評
論
新
社 

* 

.資
本
論
解
^(

國
民
文
庫)

.レ

.ォ
ソ
チ
.エ
フ
、
.ド
ッ
ブ
.著

高

木

幸

ニ 

■
郞

譯

A
6 

ニ
四
ニ
頁
一
〇

0
圓

，

國民
文庫
社

 

*

社
會
科
學
入
門(

岩
波
新
誊)

.高
島

善

哉

著

B
40
ニ
ニ
〇頁
一 

, 

'〇

〇

圓

.

岩

波

誉

店

 

*
經

濟

思

想

發

展

史
1

經
濟
學
の
黎
明
ス
ピ
I

ゲ
ル
編
越
村
倩 

三
郞
ヽ
長
洲 
一
二
藍
譯
-
,
B
6 
ニ
〇
四
頁
±
三〇圓

東
洋
經
濟
新
報
社

*

經
濟
思
想
發

展

史

2

古
典
學
派
ノ
ス
ピ
ー
ゲ
ル
編
越

村

信
三
郞 

,

畏
洲
ー
ニ
監
譯B
*
b 

.
ニ
六
四
頁
ニ
七
〇
圓
東
洋
經
濟
新
報
社

.
 

*
純
粹
經
濟
學
■

增

辅
版(

岩
波
全
書)

中
伊
知
郧

著

B
.
6小

三
：

1 

,
1

頁

1ー
六
0
圓 

岩

波

書
店
.
 

*

通

論

輝

濟

學中
山
伊
知
郞
著

.八
5
'
1
10
八
頁
.
ニ
八
0
圓

■

如
'水
#
.
房

經
濟
學
關
傲
文
献
目
錄

■

三
七
四
頁
六

0

 

同
文
館

"

統
計
，
數

學
.
.

經
濟
動
態
分
析
の
基
礎
日
比

.野
勇

夫

著

A
5

◦
圓

.
：

.

經
濟
研
究
着
の
た
め
の
數
學
解
析
下
ア
レ
ン
著
高
木
簽
玄
譯 

B
6 

，三
七
六
頁
四
五

0

圓 

•
 

有
斐
閣

•

財
務
。
金
融
:0
保
險
*
證
券

保
險
學
總
論
改
訂
版
白
杉
三

■郞
著

A
5 

ニ六四頁

'
 

三
五
〇
 

.圓
,

千
倉
書
房

 

財
敗思

.想史

..

古
典
編
花
戸
龍
藏
著

A 
5

一
 

五

八

頁

二

三

〇 

_ 

.
 

'

•

 

.干
倉

•書
房 

財
私
の
基
礎
的
理
論
.，
上

.
大

淵

利

男

著

A

5
四六八頁六五
 

◦
圓

，.
 

•
 

三和書房
 

財
政
學
.
延

靡

數

之

助

著
A

5
一
九
二
頁
ヒ
八
〇
圓フ

タ
ハ
書
店

金

融(

ら
い
ぶ
ら
り
し
り
V
ず)

高
垣
寅
次
郞
編

B
6 

ニ
五
ニ
圓

ニ
三
◦
頁
'-

'

'

\ 

■
 

•
 

有

斐

閣

商
.工
業
•
經
營
•
會
計
：

經

營

管

理

論

笛

木

再

治

著

A
5 

ニ
.
0
0頁
.
三
ニ
Q
圓

評

論
 

>社

會
評
學
.硏
究—

ア
メ
：リ
カ
企
業
食ft
原
則
の
硏
究
丨

ホ
^
和
三
郞
.

.七

九

(

1
〇
七
五
>

产
、

^
.
,
,
^
M
.
^
-l
l
:
y
^
i-
.:
!3
'-
?
-.

〔

5
-
p-.
5

r.,
g
;^
*
^
K

1
-
:
=
r 

一

•
-■•
1
-■.一. 

. 

-
.
.
. 

-
- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

. 

-■-.こ
 

l
e 

j
.
-
H
.
B

't—

.
！

,
, 

3
S
S
-
i
u
^
l
f 

I
-
-
S

.0
$B

_
_
s
. 
_

_

__ 

,
. 

?
\

德
：
^̂:
,
-
^
!̂
:
;
 ̂含iM!
l
7r巧

づ

C

パ

I
j!

Si
I!
!；

i:

：C > ^
故一


